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表1 大学教育ネットワークへのアクセス(一意な訪問者、 2009年1月22日現在)
2008年
01 s 1.341件 02s 1. 150仲 03s 1.114件 04s 1. 1自5件
05s 1.332件 08周 1. 454仲 07s 1.自由2件 08s 1.404件



































































































を学問分野別などの分類された形で閲覧できる fGalleryofTeaching & LearningJ、ユーザー
同士でより効果的に知識や経験を共有、交換するためにWeb2.0の技術を導入した「τ'eaching







(Carnegie Academy for the Scholarship ofTeaching and Learning)プログラムのパイロッ
ト・グループと共同で 2002年に始まったが、同時に CASTLプログラムの活動を支援するた
めにKEEPToolkitが活用されながら発展してきたともいえる。 KEEPToolkitのウェブ・サイ
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夫・発展として考えた。具体的には、前日の 3月 1913に『第 2回関西地区 FD連絡協議会主
催イベント 公開研究会」として設定した。したがって、本年度の大学教育研究フォーラムは、
実質上 313問プログラムとして発展し、実施されることになる (2009年 2月末時点)。
-第2団関西地区m連絡協聾会主催イベント 公開研究会
・企画テーマ:授業評価からFD評価へ
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4.付録資料
『第 15 回大学教育研究フォーラムプログラム~ (web上でも公開、下記参照)
(httn :lIwww.hil?hedu.kvoto.u.aιin/foruml2008/nrolITam 2008.ndt'l 
(溝上慎一)



























受付開始 8 :∞・H ・.....・H ・..・H ・...・H ・-…・H ・H ・.......【吉田南1号館】
個人研究発表(1) 9:日-1日:45…....・H ・-…..・H ・..・H ・. [吉田南1号館・各会場】
9 : 00-9 : 20 個人発表①
9 : 20-9 : 40 個人発表②
9 : 40-10: 00 個人発表③
10: 00-10: 20 個人発表④
10: 20ー 10:45 全体討論
* 1人あたりの時間加分
(発表時間15分+質疑応答3分+2分交代)
小 講 演(1) 11:∞-12: 00・......・H ・.・H ・.…..・H ・-…【吉田南1号館・告会場】
特別講演/シンポジワム 13 :日-17:00…【百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホール】
開会の挨拶 13: 00-13: 10 松本紘(京都大学総長)
特別講演 13:10ー 14:10 
121世紀のFDモデルの構築に向けて
-Scholarship ofTeaching and Learningとテクノロジーの活用を中心にー」





14 : 50-15 : 10 報告者2 小田
15: 10-15 : 30 報告者3 松下
15: 30-15 : 50 報告者4 山田






情報交換会 17 : 30-19 : 30..・H ・..[百周年時計台E暗館・ 2F国際語涜ホール】
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Ⅳ－２. 付録１
3月21日(土)
個人研究発表 (2) 目:日日-10:45………………………… I吉田南 1号館・告会場】
9・00-9・20 個人発表①
9 : 20-9 : 40 個人発表②
9・40-10・00 個人発表③




小 講 演 (2) 11:日-12:日0・........・H ・..................[吉田南 1号館・告会場】

































個人研究発表Cl) 9:∞-10: 45 吉田南1号館
3 
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Ⅳ－２. 付録１
cJ 月~日(金!II
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Ⅳ－２. 付録１
-E唱・;:~:If;，司I
小講演 (1) 11:00-12:日 吉田南1号館
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Ⅳ－２. 付録１
cJ 月~日(金!II
特別講演/シンポジウム 13 :日-17:日 百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホール
開会の挨拶
松本
13 :∞-13: 10 
紘(京都大学総長)
特別間演 13: 10-14: 10 
121世紀のFDモデルの構築に向けて
制lOIarshipofTeaching and Leamingとテクノロジーの活用を中心に 」
飯吉 透(マサチューセッツ工科大学教育イノベーション・テクノロジー局
上級ストラテジスト)













14 : 30ー 14: 50 報告者1
今泉 柔側(文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進窒長)
14 : 50-15 : 10 報告者2
小田 隆治(山形大学地域教育文化学部教授/高等教育研究企画センター)
15: 10-15: 30 報告者3
松下 佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)
15: 30-15 : 50 報告者4
山田 剛史(島根大学教育開発センター専任講師/副センター長)








個人研究発表 (2) 9:∞-10: 45 吉田南1号館
7 
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Ⅳ－２. 付録１
cJ 月~日(土!II
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Ⅳ－２. 付録１
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Ⅳ－２. 付録１
cJ 月~日(土!II

















































































2 下記のファクス用フォ ムを使用し、 FAXにて申し込む。
3 高等教育研究開発推進センターのHPより、 FAX用フォーマットをダウンロードレ、 FAXIこて申し込む。
センターHP:http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp 
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3.付録資料
『大学生研究フォーラム 2008 開催スケジュール~ (web上で公開、下記参照)
(h.ttD:l/www.dentsu.ikueik回.or.iD/forum!) 
(溝上慎一)









































































田宣置要・結果は【財)電置育葉会ホー ムパー ヲ (ht回IIwww.den也u-ikueikai.or.ir:lf】をご覧ください.
http://www.dentsu-ikueikai.or.jp/forum/ 
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町一4.FDネットワーク代表者会譜
Japan Faculty Development Network (JFDN) 
2008年9月25日(木)午後 1時30分-9月26日(金)午前 12時、ホテル阪神において、
















井下理 (慶慮義塾大学総合政策学部教授) ・沖裕貴 (立命館大学大学教育開発・支援セン
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日程 時間 プログラム
9月25日 I 13:30 I脅開会挨拶・趣旨説明
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2. FDの拠点形成 ••• •••• ••••• •••• ••••• •••• •••• -・
4 
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大学.員. 研完国事円軍・.宵母車人 研"'.・k宵@専門. 
FD!・-主体 〈自分でFはD鰻の専事門を行.わな凶〉 同h僚関嗣係h唱にaあdる大で掌あ&る〉員
代表的組鱒 問。D_. カネヰ'--<肱曹盛岡耐園 蔵文センタ













勘屯 時カーネギー財団、四凡農耕 12 
－ 266 － － 267 －
Ⅳ－４. 付録４





























































































































































4.ネットワーク形成の課題 ••• •••• ••••• •••• ••••• •••• •••• -・
30 
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Ⅳ－４. 付録６
3 大学問FDネットワーク化の構想(3)
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Ⅳ－４. 付録８
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表1.JFDN Jr.第一期運営委員会メンバー(運営委員は50音JI慣)
氏名 所属 職名 備考
天野智水 琉球大学大学教育センター 准教授 運営委員
岩男卓実 明治学院大学心理学部IL'理学科 准教授 運営委員
江木啓司1 東京農工大学総合情報メディアセンター 助教 運営委員
江本理恵 岩手大学大学教育総合センター 准教授 運営委員
岡田佳子 長崎大学大学教育機能開発センター 准教授 運営委員
尾津重知 大分大学両等教育開発センター 准教授 運営委員
香川順子 徳島大学大学開放実践センター 助教 運営委員
葛城精一 香川大学大学教育開発センター 准教授 運営委員
小島佐恵子 北里大学一般教育部両等教育開発センター 専任講師 運営委員
杉原真晃 山形大学両等教育研究企画センター 講師 運営委員・副代表
中島英博 名城大学大学院大学・学校づくり研究科 准教授 運営委員
西森年寿 東京大学教養学部教育開発推進機構 特任准教授 運営委員
野田文香 立命館大学教育開発推進機構 講師 運営委員
細川和仁 秋田大学教育推進総合センター 准教授 運営委員
松河秀哉 大阪大学大学教育実践センター 助教 運営委員
村上正行 京都外国語大学マルチメディア教育研究センター 准教授 運営委員・代表
森田健宏 夙川短期大学児童教育学科 准教授 運営委員
山田剛史 島根大学教育開発センター 専任講師 運営委員
渡辺達雄 金沢大学大学教育開発・支援センター 准教授 運営委員
田口真奈 京都大学両等教育研究開発推進センター 准教授 代表幹事
及川恵 京都大学高等教育研究開発推進センター 特定准教授 幹事
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4.第一回会合の成果と今後の課題
第一回会合には運営委員会のメンバー全員が参加し、全国津々浦々から集まったFDに関わ
る若手研究者が、自分たちの置かれた状況や現在抱えている課題、これからの展望などを語り
合い、情報交換をし、親交を深めた。日頃、各所属組織において1~2人の少ない人員で孤軍奮
闘している若手も多く、同じ立場にある者がli白213でとことん話し合い、情報交換をする場を
持てたことは貴重な機会であった。なお、会合で提示したメーリングリストを通じた情報交換
の場の提供や共同研究プロジェクトの推進等の活動計画は、その後順調に推進されている。
こうした成果と同時に、会合では、 JFDNJr.の組織的発展のための課題も明らかになった。
それは、メンバーが共有できる理念と活動の方向性をどのように作り上げていくかということ
である。 JFDNJr.の各メンバーの所属や研究的ノ〈ックグランドは極めて多様である。たとえば
メンバーの所属は、国立大・私立大・短大、大規模大・中規模大・小規模大、都市所在・地方
所在など様々である。また、メンバーの多くは高等教育センター教員であるものの、学部・学
科FD委員や学部・学科非FD委員などもいる。さらに、研究者として持っているディシプリン
も教育方法学、教育工学、教育心理学、計量経済学、比較教育学、高等教育論など幅広い。
上述したように、 JFDNJr.f土、特定の中心的人物や追従すべき既存の理念・モデルといった
ものを持たない。したがって、その理念や活動の方向性は、メンバー自身がボトムアップによ
って新たに創成していく必要がある。こうした際に、 JFDNJr.が多様なパックグラウンドを持
った研究者の集まりであることは、幅広く知恵を持ち寄れるという点で強みであると同時に、
場合によっては、ネットワークへの求心力や理念・活動の方向性の共有という点において弱点
ともなりうる。
JFDNJr.の発展に向けた第一の課題は、実際の活動の過程を通じて次の活動の方向性を模索
しつつ、理念的な核と求心力をいかに創成していくかであると言えよう。その際には、次の2
つの事項をメンバーの問で共有していく必要があると考える。第1に、研究者のネットワーク
であるというJFDNJr.のレゾンデートルからして、各メンバーをつなぐ紐帯の1つが研究であ
る。したがって、その活動を構成する中心的要素の中には、 「研究の共有J (共同研究実施)
が含まれるべきであろう。第2に、 FDに関わる若手研究者の置かれた困難な状況が、 JFDNJr.
設立の背景であったことから鑑みて、 「現在自分たちが置かれている厳しい状況や業務内容を
改善し、 FD実践の質を向上させていくために、何をすべきか」という、現時点ですべてのメン
ノ号ーに共有されている切実かつ本質的な問題意識を、今後のJFDNJr.の活動のスタート地点と
していくことである。 JFDNJr.I土産声を上げようやく歩き出したばかりであるが、今後もその
設立趣旨達成とメンバーのさらなる発展のために努力していきたい。
く活動日誌〉
・平成20年5月10日
JFDN Jr.立ち上げに向けた事前会合(於・京都大学吉田南 1号館201会議室)
参加者:村上E行(京都外国語大学)、杉原真晃(山形大学)、田口真奈(京都大学)、
及)1恵(京都大学)、石川裕之(京都大学)
－ 294 －
-平成20年7月 19日・ 20日
運営委員会第一回会合(於:三井ガーデンホテル大阪淀屋橋)
参加者:運営委員会メンバーおよび田中毎実(京都大学)の計23名0
.平成20年7月22日
JFDN Jr.メーリングリスト開設
・平成20年9月20日~平成20年 10月4日
JFDN Jr.運営委員実態調査Webアンケートの実施(調査結果は、第四回大学教育研究
フォーラム・ラウンドテーブルにて発表予定)
-平成20年 10月
運営委員会メンパーによる平成21年度日本学術振興会科学研究費補助金の申請
・平成21年s月21日(予定)
第 15回大学教育研究フォーラム・ラワンドテープル(於:京都大学吉田南1号館共206)
fFDに関わる若手教員の現在と未来一高等教育センター若手教員の奮闘 2ー」
企画:杉原真晃(山形大学)
村上正行(京都外国語大学)
話題提供:山田剛史(島根大学)
葛城浩一(香川大学)
石川裕之(京都大学)
村上正行(京都外国語大学)
司会:杉原真晃(山形大学)
(石川裕之)
